
令和６年度 多摩市立愛和小学校  授業改善推進プラン  教科名             

 

国語科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

話や文章の内容を理解するため、語彙の量を増やし、書かれていることを

正しく読み取ることができること。 

行動したことや経験したことに基づいて、相手に伝わるように、話す事柄

の順序を考えたり、伝えたい事柄や相手に応じて話し方を工夫したりするこ

と。 

 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時期 成果検証（２月） 

第１学年 ・助詞や促音・拗音を正しく書くことに課題がある。

ア 

 

・簡単な内容を話すことはできるが、相手に伝わるよ

うに話すことに課題がある。イ 

・教科書の音読や視写、練習問題への取り組みを通

して、正しく書く力を養う。ア 

・語彙を増やすことや話型を用いて話す機会を設定

することなど、計画的に取り組む。イ 

・毎単元 

 

 

・毎単元 

 

第２学年 ・促音や助詞の使い方、カタカナ、漢字の定着が不

十分で、文中で正しく書くことが難しい。 ア 

・学んだ言葉を活用することに課題がある。ア 

・伝えるために必要な事柄を選んだり、話す事柄を

順序立てて話したりすることに課題がある。 イ 

・単元の学習終了後も、日常的な課題として繰り返

し指導を行う。 ア 

・日記の宿題の中で、指定した語彙を使い、正しく活

用できるようにする。ア 

・話す題材や、ペア・グループなど場の設定を工夫

し、相手を意識して分かりやすく伝えることができる

ようにする。イ 

・毎単元 

 

・毎月 

 

・毎単元 

 

第３学年 ・語彙力が乏しい。ア イ 

・説明文の構成理解に課題がある。ア 

・物語文では、登場人物の気持ちの読み取りに課

題がある。ア 

・言葉の宝箱や話型を掲示・活用し、語彙を増やす。

ア イ 

・説明文の構成を理解できるように、ワークシートを

活用し、まとめる練習をする。ア 

・気持ちを表す言葉などのキーワードに着目して、サ

イドラインを引かせ、そこから本文に即して気持ち

を考えられるようにする。ア 

・常時 

 

・毎単元 

 

・毎単元 

 

第４学年 ・語彙の意味を理解することに課題がある。ア 

・文章の構成が苦手で、自分の考えを相手に分か

りやすく伝えることが難しい児童が多い。また、話

したい内容がまとまらないため、発表に自信をもっ

て取り組むことが難しい。イ 

・日常的に国語辞典で単語の正しい意味を調べさ

せ、正しく使えるようにする。ア 

・文章の構成を意識した文を書く機会を増やす。イ 

・頭の中で文章の構成を考え、それを言語化させる

経験を増やす。イ 

・常時 

 

・常時 

朝の会のスピーチ 

日記、感想文、ノート 

 

  国語 



第５学年 ・語彙の量が少なく、言葉を知らない児童が多い。

ア 

・文章を書く際に主語が抜けている児童が多い。ま

た、自分の気持ちや考えを表すことを苦手と感じる

児童が多い。イ 

・敬語を使うなど、場や相手に応じた話し方が苦手

な児童が多い。イ 

・国語辞典で単語の意味を調べる活動を適宜取り

入れる。ア 

・学習の振り返りなどを書くなど、短い文章を書く

機会を多く設定する。イ 

 

 

・教室内の掲示物を活用し、学習中の言葉遣いを

意識させるようにする。イ 

・毎単元  

第６学年 ・漢字を正確に書くことが苦手な児童が多い。ア 

・自分の気持ちや考えを表すことを苦手と感じる児

童が多い。イ 

・相手に伝わるような文章表現の仕方や発表の仕

方が身に付いていない。イ 

・普段の学習で意識をして使わせたり、ミニテスト

で習熟させたりしていく。ア 

・普段から書くことを取り入れて、苦手意識を減ら

していく。イ 

・教科書の手本などから、書き方や表現の仕方を

学ぶようにしていく。イ 

・毎単元  

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人一

台端末等 ICTの効果的な活用について 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

１・２年 大型提示機やタブレット端末を活用して課題や板書などを見やすくすることで、学習

理解のための視覚的な援助とする。【重点：個別】 

３・４年 語彙力を高めるために、タブレット端末を活用し実物の画像や言葉の意味などを検

索する。自分の考えや言葉の意味などを、ロイロノートを用いてグループで検討する。 

【重点：個別・協働】 

５年   タブレット端末を使用し、自ら情報や資料を集め、必要かつ適切な情報を選択する授

業を行う。【重点：個別】 

６年   タブレット端末を使用し、自ら必要な情報を取捨選択して、まとめる授業を行う。【重

点：個別】  

１年 授業の始めにはめあての確認、終わりには授業のまとめをする。  

２年 活動ごとのめあての確認  ワークシートを工夫し、身に付けさせたい力を養ったり、

振り返ったりする。 

３年 学習の振り返りを習慣化し、身に付けることで学んだことを次の学習で生かせるよ

うにする。 

４年     めあてを立て、めあてをもとに振り返りをする。 

５年    身に付けたい力をめあてとして提示し、授業の終わりにめあてが達成できているか

振り返りを行う。 

６年    小学校での学習のつながりと、中学校への接続を意識して取り組むようにする。 

 

 


